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NEWS&FLASH ニュース&フラッシュ

国
道
２
８
９
号
八
十
里
越
地

点
開
発
促
進
期
成
同
盟
会
（
会

長
・
國
定
勇
人
三
条
市
長
）
の

主
催
に
よ
り
、
７
月
26
日
に
国

道
２
８
９
号
八
十
里
越
の
県
境

で
「
子
ど
も
交
流
イ
ベ
ン
ト
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
小
学
生
は
、
只
見

町
内
の
只
見
小
学
校
と
朝
日
小

学
校
の
児
童
15
名
と
、
新
潟
県

三
条
市
立
森
町
小
学
校
の
児
童

で
、
國
定
三
条
市
長
及
び
目
黒

町
長
が
あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、

森
町
小
学
校
の
石
澤
菜
々
子
さ

ん
（
６
年
）
が
「
三
条
市
は
た

く
さ
ん
い
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
只
見
町
の
い
い
と
こ
ろ
も

探
し
た
い
で
す
。
福
島
県
が
近

く
な
る
の
で
、
み
ん
な
と
仲
良

く
な
れ
る
よ
う
交
流
し
た
い
で

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
次
に
只

見
小
学
校
の
新
國
潤
平
く
ん

（
６
年
）
が
「
こ
の
道
路
が
で

き
る
こ
と
で
新
潟
県
が
近
く
な

り
便
利
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
只
見
町
と
三
条
市
の
交

流
が
さ
ら
に
深
ま
る
と
い
い
と

思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

続
い
て
、
目
黒
町
長
や
國
定

三
条
市
長
と
参
加
し
た
小
学
生

全
員
が
並
ん
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
、
只
見
町
と
三
条
市

の
交
流
が
活
発
に
な
る
こ
と
を

願
い
ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
生

に
は
「
八
十
里
越
道
路
県
境
初

越
え
証
明
書
」
が
手
渡
さ
れ
、

福
島
県
側
か
ら
第
７
号
橋
梁

（
仮
橋
）
を
新
潟
県
側
に
わ
た

り
、
県
境
の
初
越
え
を
体
験
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
只
見
町
の

小
学
生
は
森
町
小
学
校
を
訪

れ
、
学
校
自
慢
大
会
な
ど
で
盛

り
上
が
り
、
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

子
ど
も
交
流
イ
ベ
ン
ト

国
道
２
８
９
号
八
十
里
・
県
境
初
越
え
記
念

▲交流を深めた只見町と三条市の小学生

Ｒ
２
８
９
フ
ル
コ
ー
ス
踏
破
実
行

委
員
会
が
主
体
と
な
り
、
８
月
４
日

か
ら
５
日
の
二
日
間
、
新
潟
県
か
ら

福
島
県
い
わ
き
市
ま
で
の
国
道
２
８

９
号
（
総
延
長
３
２
５
㎞
）
を
自
転

車
と
一
部
徒
歩
で
フ
ル
コ
ー
ス
踏
破

す
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
只
見
高
等
学
校
の

１
年
か
ら
２
年
の
生
徒
26
名
で
４
名

程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
約
10

㎞
を
自
転
車
で
走
り
タ
ス
キ
を
つ
な

ぎ
ま
し
た
。

一
昨
年
に
初
め
て
行
わ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
で
す
が
、
昨
年
は
豪
雨
災
害
の

た
め
中
止
、
今
年
は
国
道
２
８
９
号

の
早
期
全
線
開
通
と
只
見
町
の
復

興
、
新
潟
県
と
福
島
県
の
地
域
交
流

が
進
展
す
る
こ
と
な
ど
の
願
い
を
込

め
、
再
び
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
日
目

は
新
潟
県
庁
前
を
ス
タ
ー
ト
、
道
路

工
事
中
の
八
十
里
越
県
境
付
近
は
自

転
車
を
押
し
徒
歩
で
福
島
県
側
に
入

り
、
目
黒
町
長
は
じ
め
町
民
の
方
が

拍
手
で
出
迎
え
ま
し
た
。
只
見
高
校

生
代
表
で
馬
場
瞭
さ
ん
（
２
年
）
が

「
坂
道
が
多
く
と
て
も
疲
れ
ま
し
た

が
、
二
日
目
も
頑
張
り
ま
す
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
只
見
町
が
注
目
さ

れ
活
性
化
し
て
ほ
し
い
。
早
く
復
興

し
町
が
元
気
に
な
る
こ
と
を
願
い
、

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
頑
張
り

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
残
り
の
コ

ー
ス
を
自
転
車
で
走
り
、
只
見
町
役

場
に
夕
方
、
無
事
到
着
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
只
見
町
役
場
を
ス
タ
ー

ト
、
早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
沿
道
か

ら
は
町
民
の
方
が
声
援
を
送
り
生
徒

を
元
気
づ
け
て
い
ま
し
た
。
新
潟
、

福
島
両
県
の
至
る
所
で
地
域
の
方
の

歓
迎
を
受
け
、
26
名
の
生
徒
は
全
員

で
力
を
合
わ
せ
、予
定
ど
お
り
夕
方
、

い
わ
き
市
の
勿
来
の
関
公
園
に
ゴ
ー

ル
。
高
校
生
と
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

は
全
コ
ー
ス
を
走
り
き
っ
た
満
足
感

と
感
動
を
分
か
ち
合
い
、
真
夏
の
挑

戦
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

▲元気に県境に到着した只見高校生（4日）

▲百歳の酒井トメさん（右）

国
道
２
８
９
号
フ
ル
コ
ー
ス
踏
破

真
夏
の
挑
戦
ふ
た
た
び･･･

８
月
４
日
に
酒
井
ト
メ
さ
ん

が
満
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
、
同
日
に
知
事
賀
寿
贈
呈
式

が
自
宅
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
近
内
保
二
南
会
津

保
健
福
祉
事
務
所
長
か
ら
知
事

賀
寿
と
長
寿
を
記
念
し
て
の
木

杯
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。続
い
て
、

只
見
町
、
町
議
会
、
町
社
会
福

祉
協
議
会
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
、
只
見
第
三
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
か
ら
、
お
祝
い
の
記
念
品

な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

お
孫
さ
ん
の
酒
井
見
菜
子
さ
ん

か
ら
は
、
お
祝
い
の
花
束
も
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
ト
メ
さ
ん
の

長
生
き
の
秘
訣
は
、
好
き
嫌
い

な
く
な
ん
で
も
よ
く
食
べ
る
こ

と
。
と
の
こ
と
で
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

酒
井
ト
メ
さ
ん（
只
見
）

が
満
百
歳

百
歳
賀
寿

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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８
月
１
日
、
植
物
学
者
の
河
野
昭

一
た
だ
み
・
ブ
ナ
と
川
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
名
誉
館
長
（
京
都
大
学
名
誉
教

授
）
を
迎
え
、
叶
津
地
区
・
木
ノ
根

沢
の
ブ
ナ
の
天
然
林
を
歩
く
自
然
観

察
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
も
良
く
、
福
島
県
内

外
か
ら
27
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
観

察
地
と
な
っ
た
叶
津
川
上
流
に
あ
る

木
ノ
根
沢
の
ブ
ナ
の
天
然
林
は
、
普

段
、
一
般
の
立
ち
入
り
が
制
限
さ
れ

て
お
り
、
只
見
町
の
中
で
も
自
然
度

の
高
い
貴
重
な
ブ
ナ
林
で
す
。

河
野
氏
は
「
こ
の
木
ノ
根
沢
の
ブ

ナ
林
は
、
樹
齢
が
高
く
梢
端
が
枯
れ

始
め
て
い
る
老
木
か
ら
若
木
ま
で
、

様
々
な
樹
齢
の
ブ
ナ

が
生
育
し
、
森
が
変

化
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
実
感
で
き
る

と
こ
ろ
が
特
徴
で

す
」
と
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

昨
年
は
、
ブ
ナ
の

実
の
成
り
年
（
豊
作

年
）
で
、
林
床
に
は

た
く
さ
ん
の
ブ
ナ
の

実
生
が
発
生
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
実
生

た
ち
が
、
い
ま
朽
ち

果
て
て
行
く
ブ
ナ
の

老
木
に
変
わ
り
、
こ

の
森
の
次
世
代
を

担
っ
て
い
く
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
観
察

会
は
、
森
の
雰
囲
気

と
河
野
氏
の
柔
ら
か
な
語
り
口
と
穏

や
か
な
人
柄
で
、
参
加
者
も
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
な
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

河
野
氏
は
最
後
に
「
こ
の
ブ
ナ
の

森
は
只
見
町
の
財
産
で
あ
り
、
後
世

ま
で
き
ち
ん
と
引
き
継
い
で
い
く
こ

と
が
大
事
。
今
を
生
き
る
私
た
ち
に

は
そ
の
責
任
が
あ
る
」
と
述
べ
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
普
段
入
れ
な

い
ブ
ナ
林
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
。
今
度
は
ま
た
違
っ
た
季
節

の
ブ
ナ
の
森
も
見
て
み
た
い
」
と
の

声
が
聞
か
れ
、
子
ど
も
も
大
人
も
雄

大
な
天
然
の
ブ
ナ
林
に
つ
つ
ま
れ
感

動
し
た
観
察
会
と
な
り
ま
し
た
。

NEWS&FLASH

ただみ・ブナと川のミュージアム
　　　　　名誉館長「河野昭一」氏と

ブナの天然林を歩く･･･

８月１７日から２２日に、コラッセふくしま（福島市）
で「ユネスコエコパークの登録を目指す自然首都・只
見」展が開かれました。
この企画展は、只見の自然と暮らしを町外の方にも
知ってもらうことを目的に行われ、只見の四季の自然
とそこに生きる動植物たちや、その自然から私たちが
受け取っている生物資源（山菜、キノコなど）と伝統
工芸（ツル細工など）について、パネルや書籍、現物
展示により分かりやすく紹介されました。また、ブナ

センター主任指導員の渡部和子さん（楢戸）が「只見
の自然と暮らし」をテーマに講演会を同会場で行いま
した。
来場者からは「只見の自然の姿、食の文化、山暮ら

しの文化が分かった。話を聞けてよかった」との感想
が聞かれました。訪れた方には原発避難者も多く見ら
れ、只見町の豊かな自然を写したパネルを見て「福島
県は原発の影響で多くの自然が失われた。その中で、
これだけ豊かな自然が残っている只見町には、ぜひこ
の自然を大切にして頑張ってほしい」と涙ぐまれる方
もいました。また、只見町に行きたいが、交通の便が
悪く行けないという意見も聞かれました。
このように町外の方と直接話すことで、改めて只見

町の自然や暮らしの豊かさを実感し、さらに町をPR
する際の課題も確認できた有意義な企画展となりまし
た。

福島市で「自然首都・只見」展開く

只見の自然と暮らしを分かりやすく紹介した展示会場

▲河野昭一氏を囲んでの記念撮影（木ノ根沢ブナ天然林）

自然観察会


